
予算要求資料
平成３１年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　新 図書館資料貸出設備等更新事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　環境生活部　図書館　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

　　　　　　                        　　E-mail：c21803@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　5,151千円（前年度予算額：0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	5,151
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,151

	決定額
	4,163
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,163


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県図書館は開館から２３年が経過し、開館以来継続して使用している設備等の経年劣化による誤作動等がみられるほか、一部のパソコンについてはOSのサポート期間が終了するため、図書館資料の円滑な提供のために設備等の更新を実施する必要がある。

（２）事業内容

　　○貸出、閲覧など図書館資料の提供に使用する設備の更新

ア　ブックチェックユニット
図書館資料盗難防止設備（平成２９年度更新）を作動させるために必

要な処理を行う設備（ブックチェックユニット）が老朽化し、かつ修理

不能な状態であり、適正に処理できないため更新する。
イ　録音図書製作用パソコン
　　　　　視覚障がい者への貸出用資料（録音図書）製作に使用しているノート
パソコン４台のOSサポート期間が終了するため更新する。

ウ　マイクロフィルムスキャナ
既存のマイクロリーダ（フィルムスキャナ）３台のうち２台が故
障して使用不能であるため、利用状況を考慮して１台を更新する。
現在使用可能な１台は、操作用パソコンのOSサポート期間が終了す
るため、操作用パソコンのみ更新する。

（３）県負担・補助率の考え方

　　　県負担10/10   県の公用施設の備品の更新であるため。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	需用費
	41
	Microsoft Office2013

	備品購入費
	5,110
	ブックチェックユニット､マイクロフィルムスキャナ等

	合計
	5,151
	


	　決定額の考え方　

録音図書製作用パソコンの更新については、既存の備品で代替することとし、計上を見送ります。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　　○「清流の国ぎふ」創生総合戦略
　　　　１．ひとを育む　（２）地域の未来を担う人づくり

　　○第２次岐阜県教育ビジョン
基本目標２（１）心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上
基本目標５（１）文化活動の推進、（４）生涯学習の推進
（２）後年度の財政負担

　　　貸出、閲覧などを円滑に行い、図書館サービスを継続するためには、今後
も５～１０年前後で更新の必要がある。
（３）事業主体及びその妥当性

岐阜県図書館は年間約５５万人に利用され、県民の課題解決や生涯学習を
支える社会教育施設であり、施設管理者として所蔵資料の提供を円滑に行う

ための設備等を更新する必要がある。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜県図書館は年間約５５万人に利用され、県民の課題解決や生涯学習を支える教育施設である。各設備等を更新することで、老朽化・経年劣化等によるトラブルを解消し、県民への円滑な資料提供を可能とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	　
（　）
	（　）
	　　%


○指標を設定することができない場合の理由

	図書館サービスを維持管理するための更新であり、指標は設定できない。




（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	長期間使用している設備は、老朽化・故障によるトラブルや待ち時間の増大が生じている。パソコンは、OSのサポート終了（平成３２年１月）後は使用不能となり、更新しない場合は資料提供に支障をきたす。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
現在地に開館してから２３年が経過し、今後ますます設備の老朽化が進むことが予想される。今後も計画的な設備の更新を実施し、老朽化・経年劣化等によるトラブルを解消し、図書館資料の円滑な提供につとめていかなければならない。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

岐阜県図書館は年間約５５万人に利用され、県民の課題解決や生涯学習を支える教育施設である。今後も図書館資料の円滑な提供を目指し、設備の老朽化・経年劣化等が進むなか計画的に設備の更新を実施する。



